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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含 めて分か りやす く記入のこ と)
当研究室 ではこれ まで に,DAn(右図)の二つの酸無水物部位 の反応性 が
著 しく異な るこ とを利用 し,2種類の ジア ミンを0.5当量ずつ順 次DAnに
加 え ることで交互共重合 ポ リイ ミ ドがonepotで合成 可能であ るこ とを見
出 してい る.本 研究プ ロジェク トは,特 異的 な反応性 をもつDAnを 用 い
て交互共重合 ポ リア ミ ド酸 な らび に交互共重 合ポ リイ ミ ドを合成 し,構造
秩序を持っがゆえの物性や機能を見出すことを目的とした.具体的には,スルホ基をもつ親水性
ジア ミンと疎水性ジア ミンを用いて親水基と疎水基が交互に配列 した両親媒性交互共重合ポ リ
ア ミド酸ならびにポリイ ミドを合成 し,それ らの分子構造 と会合挙動の相関を解明 し,そして分
子集合体のサイズや形状を制御することを目的とした.その結果,疎水性ジア ミンの化学構造が
変化させることで,水中で形成する分子集合体のサイズや形状が変化 し,疎水基の化学構造と分
子集合体のサイズの間に相関があることを見出した.また,交互共重合ポ リア ミド酸とそれに対
応するランダムポリア ミド酸では,組成が同 じにもかかわらず,水中で形成する分子集合体のサ
イズは大きく異なる結果 となり,両親媒性高分子の親水基 と疎水基の配列が,会合挙動に大きく
影響を及ぼすことを見いだ した.またこの結果は,両親媒性ポ リイ ミドに関 しても同様で,主鎖
配列が会合挙動に大きく影響を与えることが明らかになった.さらに,両親媒性交互共重合ポリ
イ ミドは水中で自発的に会合 し,ミセルやベシクルそ してチューブ状の構造体を形成することを
見いだ した(Figure1).
これまで に も,両 親媒性
ブ ロ ックコポ リマーが水
中で,様 々な高次構 造体
を形成す る ことが知 られ
てい るが,ポ リマーの合
成 において緻密 な反応 条
件等が必要 であるのに対
して,交 互 共重合 ポ リア ミド酸な らび にポ リイ ミ ドにお いては,一 次構 造 を制御す るこ とで,つ
ま り疎 水基の化学構造 を選択す るこ とで,容易に ミセル やベシ クルそ して チュー ブ状 の分子集合
体を構 築す ることが可能 となってい る.本 研 究プロジェ ク トは,特 異的 な反応性 をもつDAnを
利 用す るこ とで,一 次構造の精 密な制御 を可能 と し,構造秩序 を持つが ゆえの物性や機能 の発現
に成功 した といえる.ま たポ リイ ミ ドは高耐熱性 を有 し,絶縁性,力 学特性 な どに も優れた高分
子材料で あるため,分子集 合体 の制 御 を可能 と した ことは,新 規 なナ ノ材料への応用 が期待で き
る.
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